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子どもに数の多様な見方をさせるには･どんな場面をもとに何を考え 壬
させればよいか考えた8そこで.身近な生活の中の別 働場面で.ある 三
お菓子のお金のだし方をいろいろ考えることで､牡の多様の見方ができ '
l
るのではと思い授業実践した.その際､一人一人の子どもに､個人差 . I
個性差に応じた喜ばや助言を工夫し行った｡この授業実践で.約90%の :l
子どもが､軌の多様な見方ができたとする考蕪が得られた｡ .
1.研究の目的
弘は､子どもの個人差 ･個性差に応じつ
つ政の多様な見方ができるようになるには.
どんな措材がよいかを考えた｡一般的に､
鞍の多様な見方をさせるのに ｢67という
数はどんな故からできているか､いろいろ
考えてみよう｡｣と向いかけても､このま
までは子どもに､その必要感を感じさせに
くく､子どももいろいろ考えてみようとす
る意欲も起こりにくく､持続もしにくい,
そこで､生活の中の長い物場面で､67
円のポテトチップを旦うには､どんなお金
のだし方があるかを､お金の壌型を使って
いろいろ考えさせるということを通して､
款の多様な見方ができないかと考えた｡
ここでは.第1学年 蹟材 ｢どんなお金
のだし方があるかな｣の授業実践を通して.
子どもの個人差 ･個性差に応じつつ数の多
様な見方ができたかどうかについて明らか
にしていく.
2.研究の内容
(l)授業実践の静の基本方針
･考えがなかなか進まない子供にも早くか
ら解決ができる子供にも共に大切な学習
の鳩を与え､解決に向けてその子供なり
の意欲をもたせる｡そして.一人一人の
子供に応じた充実感がもてるようにする｡
･単に記憶しているだけの知性や､決まLJ
きった活用しかできない知鴨に対して､
それらを様々に組み合わせて総合的に活
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用できる実生活の甥を設定し､実生活に
生かせるようにする｡
･念頭操作による思考能力を育成するため
に､作業的･体験的な活動など算数的活
動を積極的に取り入れ思考の充実が図れ
るようにする｡
以上3つの基本方針をもとに研究を進めた｡
(2)措辞方法について
①捷材の考羊の辞の工夫
考案の肝の指針を以下のように作成し､
これをもとに考えた｡
･内在している数学的内容が豊富で価値
があるか (妥当性)
･内等の糧食が当面する子どもに対して
個人差や個性差の両面に対応していて
適当であるか (適時性)
･佃単な変更で他への応用がきくような
先見性があるかどうか (発展性)
この3つの指針をもとに癌材を考えた結
果. ｢貫い物場面でお金のいろいろなだ
し方を考え鼓の多様な見方をさせる｣こ
とにした｡
この鰻材の妥当性 ･適時性 .発展性をみ
ると
･安当性-故の構成､数の合成分解
数の多様な見方
･適時性-長い物をする場面でいろいろ
なだし方ができ､そのだし方
も金積や枚数により個人差･
個性差に対応できる｡
･発展性-商品の値段やさいふの中の金
種や枚数を変えることで簡単
に応用がきく｡
ということになる｡
②子どもの自力解決の除のエ夫
子どもの活動が十分にできるように以下
のことを考慮した｡
~ ~ ｢
･子どもの個人差 ･個性差に応じて支援
助言を考える｡その除､お金のだし方
そのものを扱えこむのではなく､お金
のだし方のもととなる考えに刺激をあ
たえチビも自身がだし方を考えるよう
に働きかける立場をできるかぎL)とる
((5)展開の指斗秦の個人差 ･個性差に
対応した支援助言を参照)
･具体的場面を抽象化しやすくするため､
お金の横型を使う操作活動を取り入れ
たLJ､自分のだし方を把持し整理する
ワークシートを用意する｡
☆全長に用意したもの
･お金の横型を入れた財布
･67円のお金をだすトレイ(作業台)
･自分のだし方を妃捺し整理するワ
ークシート(○の中に故をかく)
67円のloテけゥ7'
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇○○
(3)一人一人の子どもに数の多様な見方がで
きたかどうか授業中の形成的評価と授業後
の総括評価をもとに考察する｡
･形成的評価は､政の多様な見方が生まれ
るところで行い､子どもの様子を把掘し.
その後の指導の体正に役立てる｡
･総括評価は､授業の目標との関連を考慮
し､散の多様な見方を以下の3つで評価
する｡
流NI性 (政の多様な見方の総数)
柔軟性 (鼓の多様な見方を境つかの板
点で分類し､その概点の総数)
独創性 (政の多様な見方を板点の斬新
さ･独創性という賞的な面か
らみる)
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3.研究の美原
(1)題材名
どんなお金のだし方があるかな
(2)目標
･実生活にかかわるお金のいろいろなだし
方を考える活動を通して､進んで生活に
生かそうとする｡
･数の多様な見方ができる｡
･杜の多様な見方をもとに.手帝よくいろ
いろなだし方ができる｡
･数の多様な構成の仕方を理解し､鞍の概
念を豊かにする｡
(3)指斗計画と単元との位置づけ
･全2時間
第 1時 お金のいろいろなだし方を考
え.鼓の多様な見方ができる｡
第2時 買い物ごっこをし.数の多様
な見方を.生活に生かす｡
･1年生の ｢100までの致｣を学習 し､
お金の種類についても確腔しているなら
いつでも可能｡
(4)教材牧
･実生活にかかわりがあり学習したことが生
かせる算数として､お金のいろいろなだし
方を考える場面を捷材とした｡
･鼓の多様な見方をさせることを通して､多
面的にものを見る力を養い創造性の基礎を
培いたい｡
･お金のいろいろなだし方について､一人一
人の子どもに応じた考え方で解決をtiみさ
せ､その子ともなりに､多様な見方の菓し
さを味わわせたい｡
(5)展開 (第 1時)
本 時 の .お金のいろいろなだし方を考えることを通して.軟の多様な見方ができる.
日 付 一致の多様な見方をもとに.お金のいろいろなだし方ができる.
l学 習 活 動 l 指 yI 上 の 常 澄 点 形成的評価
1 本時のは月1.本時の… を提示する.
をつかむ.2 ポテト ∩JA iiiiiiiii1出
I_I- _ー____｣も｣ .- ､
㊨ ①あめは かえるかな.
圭 七 二 宣 言 二
チップ lお墓錆 誓言最 蓬?望豊富雪空絹 を己字E.習畏 遥 ･ お金の
ぴかける.
･ ポテトチップがお金の中身をみて貰えそうだとなった
ところで､間雌のつづさを捷示し､何を求めるのかをは
つきリさせた綾,本時のJT畑を決めるようにする.
閣 蓋ます?お- いろいろ- 方を
･ 67円というお金の出し方を､お金の蹟型を使って肘布
のお金の出し方 からお金を出すトレイを敗定し.子ともに自由に畑作し し方がお負
をいろいろ考えら. 竺劣警 難 蒜烹讐W.t誓 急事旨も詫 言享歪紹 霊? の横型で乗せているか
･ 個人差.個性差に応じ.お金の慎型を仕って支捜し.い
ろいろなたし方ができるように肋菖し促す.
☆個人差.個性差に対応した支捷助言
roJ@-a-i-o'石Jo-1 .!-I-&-I-′1 ｢-65J-J1I蔓碧 ①①書童意 識 1 融､､ 同じ il lL..′.Jl〇〇〇〇〇lい枚のO i .-.-∫-I-.∫
浄 書5-TT'1 簡 膏′,-{博 Aq-蒜 '言JT-′‡ヽ
+@eもの臥差l職 蒜見方 -- -;-i-高遠義一① 君① 若君①Q)
3 日お金 7悪寒害悪 ⑩①任)伝) Il
エ苦寒晋⑩⑩ 1曾 力曾
①① ①①①①①①① ⑧
･駄 ク亀 ⑤ ①①
①①①①①①① ①①
分の考えたの出し方を ･ 一つ一つのお金の出し方を丁寧に取リ上げる. 一お金の出し方がお金
発表する.4 チユ-インガムのお金の出し方をいろいろ考 ･ チューインガムのお金のだし方をいろいろとリあげ､政の多様な見方を深める. の横型で表せているか
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4.敦の多様な見方ができたかについての考
察
(1)形成的評価
鼓の多様な見方が生じるところで行い支
援助言の必要のない子どもに ｢他のだし方
も考えてごらん｡｣と励ました｡全体の約
80%の子どもがこれにあたった｡
支雄助言が必要だと思われれる子どもに
は ｢お金の横型で67円をだしてみよう｡J
｢残ったお金を使っていいからできないか
な｡｣｢6というのは10が--7という
のは--｣等行った｡全体の約20%の子ど
もがこれに咳当した｡
この形成的評価で本時の目標の達成はた
ぷん可能であると判断し授業の展開をおお
きく膝正変更せず進んだ｡
(2)総括評価
子どものお金のだし方をかいたワークシー
トをもとに､敦の多様な見方ができたかを
3つの評価項目で行った｡
･流暢性 (政の多様な見方の総数)
数の多様な見方ができたということを､
流暢性でみた3つ以上のだし方ができた
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とするならば全体の85%のこどもが達成
できたことになる｡
･柔軟性 (故の多様な見方を幾つかの観点
で分類し､その概点の総数)
柔軟性の観点
☆取点A IOが6つ 1が7つ
⑩⑩⑯⑩㊥⑩
①①①①①①①
と見ている
☆暇点8 7は5と1が2つ
①①①①①①① - ⑤ ①①
10が5つで50
⑩⑩⑩⑩⑩⑩ - 50 ⑱
と見ている
☆概点C 10は5が2つ
⑩ - ⑤⑥
と見ている
敦の多様な見方ができたということを.
柔軟性でみたA,B.Cの取点のうちの2
つ以上の牧点ができたとするならば全体
の88%のこどもが達成できたことになる.
･独創性 (政の多様な見方を観点の斬新さ
･独創性という耳的な面からみ
る)
独創性の観点
☆概点D 60は10が5つと5が2つ
⑩⑩⑱⑩⑩⑱ -⑩⑩⑯⑩⑯ ⑤⑤
と見ている
☆観点E 60は50と5が2つ
⑲ ⑩ - ⑲ ⑥⑤
と見ている
鼓の多様な見方ができたということを､
独創性でみたD,Eの観点のどちらかも
しくは両方できたとするならば全体の88
%のこどもが達成できたことになる｡
5.研究のまとめと今後の抹鱈
個人差 ･個性差に応じて故の多様な見方
ができたかということについては､考察か
らもわかるように的90%の子どもができた
のではないかと考えている｡一人一人の子
どもの鼓の多様な見方の到達状況は違うけ
れど､それは､子どもの個人差 ･個性差に
応じたものであると考えている｡
次に､子どもの感想をい<つか紹介する｡
｢お金のだし方は､いくつもあることがわ
かった｡｣
｢お金を使って考えると､どんどんできま
した｡｣
rはやく貫い勅をしたいです｡｣
｢いっぱい考えて疲れました｡｣
全体的に肯定的感想が多かったようだ.
最後に.今後の探題は､今回の用材を商
品の値段や財布の中の金確や枚数を変えて
他学年でも授業実践し数の多様な見方がで
きるかを､考察していきたいと考えている｡
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